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無
い
も
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、
m
は
、
マ
ソ
一
フ
本
丈
は
あ
る
が
、
対
応
語
無
阪
く
、
ギ
リ
シ

　
　
　おけ

る
鵠
黛
へ
鋤
亀
ミ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
暮
§
（
諺
目
α
゜
）
は
翼
轟
聖
黛
瞳
為
§
鞍
。
ミ
N
暫
翼
窃
。
ミ
愚
囁
H
）
で
瞼
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－
聖
書
に
お
け
る
形
成
の
研
究
（
1
）
1
　
　
　
　
　
宮
（
跨
↓
幽
b
。
）
は
3
9
（
親
＆
罫
ミ
）
で
9
3
（
挽
艮
只
b
↓
“
。
°
。
）
は
1
1
（
§
量
§

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊

藤

利

行
　
蕪
慧
．
」
”
禦
繋
媒
唾
㌍
幾
暁
陥
凝

　
聖書
に
お
い
て
「
形
成
」
と
い
う
こ
と
は
如
何
な
る
広
が
り
と
深
さ
を
　
　
　
（
田
゜
。
°
。
”
H
①
の
ヨ
o
ω
縛
を
加
え
、
国
o
ω
α
”
b
。
の
日
o
ω
胃
と
H
目
げ
り
。
を

持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
形
成
」
と
い
う
の
は
、
最
も
広
義
の
　
　
除
く
と
）
、
°
。
①
＼
H
ω
゜
。
で
6
5
％
と
な
る
。

意味
で
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
「
形
」
が
「
成
」
る
と
い
う
事
態
　
　
　
次
に
、
表
A
に
つ
い
て
聖
句
の
所
在
個
所
（
U
°
。
目
根
の
回
数
／
全
回
数
）

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
「
形
成
」
と
い
う
事
を
考
え
る
場
　
　
を
整
理
す
る
と
、
ω
胃
（
。
。
藤
＼
＆
）
M
男
ω
（
O
＼
8
）
”
臼
霞
（
嵩
＼
H
α
）
り
冨
゜
。
（
。
。
＼
H
O
）
”

合
、
様
々
な
思
想
的
局
面
が
考
，
兄
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
を
　
　
　
ピ
¢
＜
（
°
。
＼
刈
）
”
U
言
（
①
＼
刈
）
り
b
。
O
訂
（
b
。
＼
O
）
り
国
同
ミ
①
）
”
守
（
ミ
α
）
”
国
o
°
°
（
b
。
＼
α
）
”

含
む
ギ
リ
シ
ア
語
期
聖
書
に
お
け
る
識
勲
高
。
へ
黛
と
そ
の
関
連
語
に
つ
い
　
蓉
只
糞
N
・
・
三
・
。
尋
他
九
書
（
各
。
＼
・
）
と
な
る
。
従
。
て
、
知
恵

て

考察
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
学
に
属
す
る
も
の
が
、
。
。
。
。
＼
目
、
預
言
書
文
学
に
属
す
る
も
の
が
b
。
ミ
ω
O
、

　
（
一
）用
語
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
篇
が
㊤
＼
b
。
O
、
他
が
H
α
＼
。
。
H
で
、
全
体
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
は
、

　
七
十
人
訳
聖書
の
正
典
部
分
に
現
わ
れ
る
碁
馬
吻
・
ミ
と
そ
の
関
連
語
は
、
　
　
3
6
％
、
2
8
％
、
1
4
％
、
2
2
％
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
で
U
°
。
吋
根
の
占
め

計
袋
“
鋤
。
帆
騎
・
識
袋
へ
動
の
低
。
．
℃
・
。
款
肉
§
馬
窃
。
暗
3
3
。
§
目
9
馬
。
臨
。
へ
。
・
討
騎
馬
動
。
q
叫
愚
唖
・
。
目
黛
へ
窃
。
q
。
　
る
比
率
は
、
募
、
6
2
％
、
第
、
第
と
な
る
。

q
．
負
・
。
同
9
、
動
。
。
．
。
．
の
七
語
露
る
。
基
本
的
舞
．
」
れ
ら
は
す
べ
て
へ
　
廼
．
象
が
す
ぺ
て
七
＋
人
訳
以
外
の
訳
に
存
在
す
る
と
い
う
事
実

ブ
ラ
イ
語
と
対
応
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
表
A
、
B
　
　
　
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
は
後
代
の
発
展
で
あ
る
と
い
う
事
を
示
唆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

の
よ
う
に
な
る
。
表
A
の
1
1
は
マ
ソ
ラ
本
丈
は
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ア
語
と
　
　
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

の

対応
に
種
々
の
問
題
が
あ
る
も
の
、
恥
は
、
対
応
す
る
マ
ソ
ラ
本
丈
が
　
　
　
　
以
上
の
分
析
か
ら
、
調
ミ
吻
臥
3
調
§
穿
澄
ミ
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主
に
U
跨
根
の
語
と
対
応
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ア

語
本文
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
の
附
加
語
で
あ
る
。

ギリ
シ
ア
語
旧
約
聖
書
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
の
対
応
の
点
か
ら
見
る
と
、
慧
、
・
・
し
．
…
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頻
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が著
し
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。
こ
れ
ら
三
語
が
旧
約
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中
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占
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
は
、
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①
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］
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⊃
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司
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刈
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＼
弓
魯
各
・
無
≧
昌
R
δ
9
2
く
H
。
）
°

伽メ
翻
R
e
伽
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菖
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H
ゆ
鱒
H
H
（
M
γ

響
R
乙
o
¢
q
跨

置
弓
切
・
・
n
D
u
（
図
＼
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H
3
ン
＼
ド
0
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嚇
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①
＼
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《
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臼
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゜
①
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・

九
四

し
、
」
胃
根
か
ら
見
た
そ
の
比
率
は
9
0
％
以
上
に
も
上
る
と
い
う
事
、
叉
、
　
　
q
ミ
§
騨
§
隷
寒
誌
建
隷
『
ミ
餐
蕊
『
＆
、
§
留
誌
勲
§
§
ミ
慧
9
8
q
§
田

知
恵
丈学
、
預
言
書
丈
学
、
詩
篇
に
多
い
と
い
う
事
、
更
に
、
U
胃
根
は
　
　
　
誌
町
竃
貯
・
窩
匙
さ
q
蝕
q
駐
叫
騨
曽
曾
論
゜
§
｝
『
愚
q
・
亀
・
息
需
も
ミ
敬
農

特
に
知
恵
丈
学
に
頻
出
す
る
と
い
う
事
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
冨
H
根
に
　
　
　
S
×
へ
誌
潮
ミ
勲
黛
言
歌
ざ
ぜ
。
馬
。
営
。
嵩
ミ
建
＆
需
・
鎚
。
q
黛
く
斗
℃
詩
ミ
動
瓢
遷

注
意
を払
い
な
が
ら
考
察
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
さ
夏
§
ぺ
＆
瀞
＆
q
§
§
国
誌
需
『
皇
・
ミ
琶
き
q
§
｝
門
営
×
無
ミ
愚
℃

そ
こ
で
、
そ
の
考
察
の
進
め
方
で
あ
る
が
、
最
初
に
七
十
人
訳
の
五
書
の
　
　
壱
ミ
ミ
ミ
§
マ
匙
曾
自
×
帆
。
§
『
匙
愚
曵
噺
鷲
゜
、
、
こ
こ
で
は
出
エ
ジ
プ
ト
と

部
分
を
考察
し
、
次
に
そ
れ
に
関
連
し
た
他
の
部
分
を
考
察
す
る
と
い
う
　
　
い
う
大
き
な
出
来
事
を
自
ら
目
繋
し
体
験
し
た
事
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

順序
を
採
り
た
い
。
そ
れ
は
、
五
書
の
部
分
は
七
十
人
訳
の
中
で
は
原
丈
　
　
　
っ
て
、
主
な
る
神
を
愛
し
、
そ
の
戒
め
を
守
り
行
う
べ
き
こ
と
が
命
じ
ら

憲
実
な
翻
訳
寵
の
部
分
の
翻
訳
影
響
与
、
そ
い
る
と
考
、
舌
れ
　
れ
て
い
る
。
三
・
で
義
・
ミ
B
口
・
・
母
は
「
訓
練
・
と
い
う
意
味
を
も
つ

て

いる
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
つ
の
重
要
な
事
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
存
在
す
る
。

　
（二
）
五
書
に
お
け
る
肉
臼
馬
無
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
つ
は
、
こ
の
日
口
ω
母
が
州
昏
㌶
§
窯
袋
嘗
a
冠
に
で
は
な
く
、
出
エ
ジ
プ

　
五
書
に
お
い
て
親
袋
馬
．
、
黛
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
の
対
応
に
従
っ
て
、
」
胃
　
　
ト
を
「
直
接
に
」
体
験
し
た
人
自
身
に
対
し
て
言
わ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

根
の
も
の
と
そ
の
他
の
も
の
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
、
　
日
口
ω
霞
と
は
人
生
に
お
け
る
大
き
な
直
接
体
験
と
関
係
し
た
も

a
　
先
に
後
者
を
見
る
と
、
　
そ
れ
は
U
ヨ
。
。
b
。
”
H
O
に
唯
一
度
見
ら
れ
る
。
　
　
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
体
験
は
持
続
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
・

、
、＆
哩
魯
義
“
q
。
℃
負
ψ
3
く
陣
く
尋
9
譜
孚
電
ミ
S
。
馬
、
．
慧
ミ
8
喝
ぜ
昏
ま
9
醗
　
　
　
簡
単
に
言
え
ば
、
大
き
な
人
生
体
験
と
関
係
し
た
認
識
で
あ
る
と
い
う
事

㍗
．
曹
．
ざ
q
。
℃
藏
ψ
『
O
㌣
§
国
罫
負
翁
。
¢
q
。
。
℃
自
ψ
N
◎
℃
読
袋
国
窃
へ
。
黛
N
袋
嚇
。
℃
袋
警
曾
詳
　
　
　
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
を
媒
介
と
し
て
主
な
る
神
を

弐暑
勲
℃
書
魅
ミ
琶
q
・
、
．
こ
こ
で
ミ
馬
の
ら
。
馬
く
は
、
げ
甘
「
～
に
注
意
を
払
う
　
　
愛
し
、
そ
の
戒
め
を
守
る
と
い
う
事
が
保
た
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ

気
を
つ
け
る
」
と
対
応
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
は
識
ミ
窃
＆
o
ミ
の
　
　
　
れ
ゆ
え
、
．
．
§
国
『
§
§
贔
§
鳥
々
q
§
甑
罠
詳
無
謎
蝿
目
ミ
穿
詮
ミ

基
本
的な
意
味
「
集
中
的
な
い
し
専
門
的
に
子
供
と
か
か
わ
る
」
吻
一
魯
ヨ
搾
　
　
郎
亀
亀
き
n
叫
曾
§
鷲
琶
8
q
”
。
寧
e
画
ゑ
遷
喝
⑪
瀞
瓢
（
q
§
識
ミ
密
ご
史
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

oぎ
①
ヨ
国
ぎ
畠
μ
彗
o
ロ
ω
ぞ
o
山
臼
げ
ω
暑
謙
日
辞
匹
σ
q
げ
Φ
゜
。
o
げ
無
銘
α
q
o
昌
と
良
く
　
　
　
（
U
ヨ
◎
Q
ふ
）
°
、
”
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

合
致
する
と
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c
　
で
は
、
も
し
神
と
人
の
関
係
が
断
絶
し
て
い
る
場
合
に
は
、
冨
目
は

b
　
次
に
前
者
に
つ
い
て
、
ま
ず
名
詞
形
日
口
ω
p
。
H
の
現
わ
れ
る
U
葺
目
”
　
　
　
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
。
く
b
。
Φ
”

Hh（
＜
α
q
ピ
U
ヨ
吟
。
。
③
）
を
見
よ
う
。
．
．
肉
ミ
ミ
§
賞
o
筑
謀
ミ
ミ
＆
℃
も
＆
℃
　
　
H
。
。
悼
b
。
ω
り
b
。
。
。
は
そ
の
事
を
教
え
て
い
る
。
．
．
§
｝
露
マ
蜜
晩
8
警
ミ
ミ



　
　簿
喪
鼠
§
隷
ミ
5
§
国
慰
o
q
噛
賢
e
8
q
周
ミ
穿
晋
黛
へ
ぎ
紳
伽
得
賢
窩
伽
註
　
　
　
る
。

　
　ミ
脚
ミ
§
眠
§
言
魯
（
＜
°
H
c
o
）
．
、
、
こ
こ
で
は
目
ミ
曾
簿
ミ
＼
U
胃
は
「
懲
ら
し
　
　
　
こ
の
よ
う
な
噺
胃
の
機
能
は
人
間
相
互
の
関
係
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ

　
　
める
、
罰
す
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
神
に
「
聞
き
従
わ
ず
ミ
葺
験
・
　
　
る
（
＜
σ
q
ピ
H
）
嘗
P
◎
o
“
α
）
。
U
臼
b
。
H
旨
。
。
が
そ
れ
で
あ
る
。
、
、
、
肉
ミ
需
ミ
ミ
輸

　
　ミ
§
隷
誉
§
（
く
゜
目
c
o
）
」
、
「
逆
ら
っ
て
歩
む
謹
鳶
§
q
沖
暑
尉
需
曵
ミ
臨
。
馬
　
　
§
o
曾
・
乾
計
智
£
書
亀
へ
q
＆
画
＆
×
葺
雲
累
e
㌣
s
建
営
識
9
是
評
§
押

　　
（
＜
』
Q
Q
）
」
な
ら
ば
、
　
．
、
§
留
蕊
『
詩
き
鳶
ξ
§
ミ
需
魅
”
言
響
珍
も
長
魚
　
　
　
S
e
℃
曽
ミ
叫
暮
碗
§
鰍
岡
ミ
動
＆
§
q
ミ
9
斗
匙
舞
ミ
な
蝕
翫
q
袋
§
魯
詠
§
ド
噛
”

　
　弐
ミ
昼
§
罫
ミ
動
＆
§
9
紳
璽
轡
雪
愚
、
h
詠
§
誌
銭
の
書
§
叙
舞
言
響
　
　
　
こ
こ
で
父
母
の
s
e
愚
と
い
う
の
は
父
母
が
そ
の
人
生
体
験
を
通
じ
て
直

　　
（
＜
』
。
。
）
°
．
、
と
神
御
自
身
が
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
レ
ビ
記
の
　
　
接
に
得
た
教
訓
で
あ
り
、
い
わ
ば
出
エ
ジ
プ
ト
の
体
験
に
等
し
き
直
接
体

　
　
言葉
か
ら
、
神
が
人
を
懲
ら
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
神
が
人
と
の
関
係
　
　
　
験
に
相
当
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
く
躾
に
「
聞
き
従
わ
な
い
9
×
ψ
塁
§
ぎ
ど

　
　
を断
つ
た
め
に
為
さ
れ
る
業
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
回
復
す
る
た
　
　
子
供
に
は
U
°
。
鳳
「
懲
ら
し
め
」
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
で
も
な
お
父
母
の
言

　
　
め

に
為さ
れ
る
業
で
あ
る
事
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
を
　
　
葉
を
「
聞
き
入
れ
な
い
ミ
・
貯
黛
き
ぜ
惑
§
ど
な
ら
、
最
後
に
は
、
、
、
§
押

　
　申
命
記
の
言
葉
と
比
較
す
る
と
、
申
命
記
で
は
神
の
廿
H
な
い
し
目
口
。
。
霞
　
　
　
き
曹
曾
意
q
。
竃
ミ
§
『
噺
ヒ
9
響
9
斜
急
嶋
慧
計
§
§
『
＆
曾
設
魅
。
へ
3
§
｝

　
　
を受
け
る
者
は
、
9
蔦
銭
目
ミ
勲
9
曹
a
℃
と
あ
っ
た
が
、
レ
ビ
記
で
は
、
　
　
　
受
亀
ミ
の
聯
ミ
（
H
）
け
】
p
b
δ
H
“
b
コ
H
節
）
°
．
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は

　
　
神
聖
法
典
結尾
の
勧
告
と
し
て
、
神
の
冨
H
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
孫
に
ま
　
　
　
な
い
。
更
に
、
こ
の
よ
う
な
出
来
事
は
、
そ
れ
を
「
聞
」
い
た
他
の
人
間

　
　
でも
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。
ヨ
ロ
ω
胃
が
人
生
に
お
　
　
　
に
恐
れ
を
与
え
O
§
；
嚇
§
・
討
尋
℃
越
ミ
も
曾
亀
言
§
琶
§
ざ
掬
ミ
驚

　
　け
る
大
き
な
直
接
体
験
と
関
係
し
た
認
識
で
あ
る
と
い
う
事
を
思
い
出
す
　
　
卵
ミ
㍉
。
§
ミ
黛
鼠
§
ミ
駐
s
。
曾
魅
曽
。
ミ
ミ
゜
U
言
b
。
ド
』
H
げ
）
、
そ
の
事
に
ょ

　
　な
ら
ば
、
こ
の
事
実
は
、
神
が
人
を
懲
ら
さ
れ
る
の
は
、
正
に
懲
ら
し
め
　
　
　
っ
て
、
自
ら
直
接
参
与
し
た
出
来
事
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら

　
　
を

受
ける
人
間
に
出
エ
ジ
プ
ト
の
出
来
事
に
匹
敵
す
る
「
直
接
体
験
」
を
　
　
　
の
内
で
は
そ
の
出
来
事
が
「
直
接
体
験
に
等
し
き
も
の
」
と
し
て
機
能
し
、

　
　
与え
る
た
め
で
あ
り
、
更
に
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
人
が
神
に
立
ち
帰
り
、
　
　
「
警
告
」
、
「
戒
め
」
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　神
と
人
と
の
関
係
が
回
復
さ
れ
る
た
め
に
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
　
　
　
人
間
の
不
将
な
行
動
に
も
冨
同
「
罰
」
が
加
え
ら
れ
る
。
．
．
§
二
愚
ミ
？

　
　事
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
神
と
人
の
関
係
が
断
　
　
　
『
ミ
愚
『
9
§
ミ
騒
＆
の
忌
計
e
唖
鍵
・
登
賢
＆
℃
響
曹
§
ミ
鍵
⑩
馬
ミ
鷲
訣
註

　
　絶
し
て
い
る
場
合
に
は
、
神
の
㎞
胃
は
懲
ら
し
め
と
し
て
過
去
の
イ
ス
ラ
　
　
　
§
馬
動
舷
暑
竃
ミ
琶
哨
曾
（
H
）
叶
昌
b
コ
b
o
“
μ
◎
o
）
・
い
”

．
　
　
エ
ル
人
の
直
接
体
験
を
「
現
在
化
」
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
　
　
　
　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
噺
胃
の
意
味
は
、
如
何
な
る
人
格
関
係
の
下

研
究
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



九
六

にこ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
変
動
し
、
一
義
的
に
定
義
で
き
な
　
　
談
ω
α
き
L
と
対
応
し
て
お
り
、
更
に
、
そ
れ
は
5
日
G
。
幾
で
は
「
秘
密
」

いも
の
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
O
o
ω
o
口
言
ω
・
切
昌
r
切
H
o
≦
早
U
同
一
ぐ
o
㍗
　
　
と
い
う
意
味
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
勲
蹄
馬
＆
ミ
き
ミ
§
、
＾
魯
馬
需
“

切
H
団
σ
q
α
q
ρ
囚
o
Φ
匡
臼
由
窪
巨
α
q
p
昌
口
Φ
噛
三
辞
典
を
見
て
も
、
そ
の
意
味
区
　
　
　
諦
詩
暑
勲
『
ミ
”
鶏
℃
ミ
簿
謹
§
ま
§
親
ミ
穿
貯
℃
黛
津
＆
書
O
画
さ
汁

分
に
は
多
少
の
ズ
レ
が
あ
る
。
し
か
し
、
嘗
の
基
本
的
意
味
は
、
以
上
　
　
　
曾
簿
。
竃
憲
8
q
8
界
愚
§
愚
農
巴
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
人
と
人
、
神
と

の

考察
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
次
の
五
書
以
外
の
　
　
人
と
の
「
親
密
さ
」
を
表
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
が
養
育
の
も
つ
「
こ
ま
や

笥
ミ
窃
・
言
の
考
察
で
は
、
す
で
に
考
察
し
得
た
類
の
も
の
に
つ
い
て
は
可
　
　
か
な
配
慮
」
と
相
通
ず
る
も
の
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

能
な
限
り
簡
潔
に
叙
述
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
の
考
察
に
重
点
を
絞
る
こ
　
　
b
　
次
に
「
訓
練
」
に
類
す
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
意
味
に
属
す

と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
言
葉
の
多
く
は
、
箴
言
の
言
葉
で
あ
る
。
　
「
箴
言
目
撒
鑑
」
と
い
う
語

　

（三
）
五
書
以
外
に
お
け
る
識
ミ
動
・
貯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
体
が
、
養
黛
§
と
訳
さ
れ
た
例
も
あ
る
（
ω
肩
b
。
α
”
H
B
写
本
。
シ
ナ

a
　
最初
に
「
養
育
」
に
類
す
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
　
U
碧
ご
α
で
　
　
　
イ
写
本
、
A
写
本
、
Σ
、
E
は
、
笥
§
。
ミ
貯
。
A
、
θ
は
、
慧
も
題
。
ミ
）
。

は

卵着
ミ
穿
簿
ミ
が
ネ
ブ
カ
デ
ネ
ザ
ル
王
が
ダ
ニ
エ
ル
ら
若
者
を
「
養
育
　
　
　
こ
の
日
撒
亀
は
、
　
ω
肩
同
』
（
ぐ
σ
q
ピ
ド
”
◎
。
）
で
、
　
、
．
『
§
蓋
馬
亀
ミ
ミ
§
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

し
た
σ
Q
臼
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
。
国
゜
。
件
b
。
”
刈
の
七
十
人
訳
は
　
　
　
周
§
動
・
貯
℃
き
黛
ミ
翻
ま
『
§
剛
s
ち
ミ
費
・
§
、
、
が
目
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

マ
ソ
ラ
本
丈
と
は
多
少
異
な
っ
て
お
り
、
原
丈
が
多
少
異
な
っ
て
い
た
か
、
　
　
　
「
教
訓
塁
馬
窃
臥
ミ
日
口
雷
ご
が
神
と
の
関
係
で
言
わ
れ
る
時
に
は
、
　
「
神

意
訳
の
程
度
が
強
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
モ
ル
デ
カ
イ
が
「
後
見
人
　
　
　
を
恐
れ
る
こ
と
、
敬
神
」
が
最
初
の
最
も
重
要
な
教
訓
で
あ
る
と
言
わ
れ

、

α日
α
口
」
と
し
て
エ
ス
テ
ル
を
娘
と
し
て
「
引
き
取
る
一
倉
」
と
い
う
意
　
　
　
て
い
る
（
ω
胃
H
”
3
H
α
”
。
。
。
。
）
。
人
と
の
関
係
で
言
わ
れ
る
時
に
は
、
父
の

味
を
表
わ
し
て
い
る
。
臼
窃
蔭
9
。
。
で
は
、
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
こ
と
　
　
　
「
教
、
訓
戒
」
と
い
う
場
合
（
ω
腰
H
”
。
。
噛
分
甜
ド
㊤
”
b
。
刈
）
と
自
分
で
発
見

を
子供
の
時
か
ら
「
運
ば
れ
た
者
ゲ
彗
戸
。
診
、
岡
5
（
神
が
手
で
抱
え
て
子
　
　
す
る
「
教
訓
」
と
い
う
場
合
が
あ
る
（
ω
箕
b
。
由
ω
b
。
）
が
、
何
れ
の
場
合
も

供
を
あ
や
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
）
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
。
「
養
　
　
教
訓
を
軽
ん
ず
る
こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
（
ω
層
分

育
」
が
「
こ
ま
や
か
な
配
慮
」
を
持
つ
も
の
で
あ
る
事
を
考
え
る
時
、
次
　
　
H
ω
い
Q
。
旨
ρ
。
。
。
。
芦
O
』
9
b
。
。
。
芦
b
。
り
b
。
。
。
）
。
　
「
教
訓
が
な
い
こ
と
息
の
び
ミ

の

二
個
所も
、
広
い
意
味
で
、
こ
こ
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
。
国
N
H
ω
”
り
　
　
調
ミ
動
無
ミ
（
O
）
」
に
よ
っ
て
人
間
は
死
に
至
る
（
G
o
冒
α
凸
。
。
°
臼
図
図
誌
碁
㍗

で
は

偽
預
言者
に
対
し
て
．
．
曾
肉
ミ
詩
凝
さ
U
、
§
q
。
讐
賢
ミ
韓
鴨
、
、
と
言
　
　
　
瀞
竃
。
吻
゜
』
”
奪
§
窃
・
竃
ε
。

わ
れ
て

いる
。
こ
の
碁
馬
動
・
ミ
は
、
　
「
親
し
き
者
の
交
わ
り
、
親
密
な
相
　
　
　
　
「
戒
め
」
と
い
う
意
味
も
こ
の
類
に
属
す
る
と
言
え
る
。
神
に
関
し
て



は
以

下
の

言葉
が
あ
る
。
メ
シ
ア
の
来
臨
に
際
し
て
王
た
ち
は
「
戒
め
」
　
　
　
C
　
次
に
「
懲
ら
し
め
」
に
類
す
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
神
に
つ

を

受け
る
よ
う
に
勧
告
さ
れ
る
（
男
の
b
。
“
ド
O
）
。
愚
か
者
は
偶
像
の
む
な
し
　
　
　
い
て
見
る
と
、
神
は
．
．
書
9
需
起
ミ
認
言
評
言
魯
（
出
o
ω
α
筒
b
。
）
°
、
．
（
マ
ソ

い
「戒
め
」
を
大
切
に
す
る
（
H
霞
H
O
”
o
。
）
。
悪
者
は
神
の
「
戒
め
」
を
　
　
　
ラ
本
丈
で
は
、
．
、
婁
§
、
、
で
は
な
く
「
彼
ら
」
）
と
語
り
、
「
教
育
老
」
と

憎
み
捨
て
る
（
剛
゜
。
腿
㊤
“
嵩
）
。
ま
た
、
神
は
恐
ろ
し
い
警
告
に
よ
っ
て
人
を
　
　
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
臨
み
、
こ
れ
を
懲
め
ら
れ
る
（
H
①
婦
卜
。
①
”
b
。
°
。
い
Q
。
刈
“
H
ど

高
ぶ
り
か
ら
離
れ
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
（
出
団
ω
Q
。
”
H
①
）
。
ま
た
人
々
が
悩
　
　
　
H
合
缶
o
ω
刈
“
話
い
H
O
”
H
O
）
。
主
が
サ
ウ
ル
を
「
撃
た
れ
る
昌
o
q
や
」
（
H
ω
勉
日

む
時
に彼
ら
の
高
ぶ
り
を
示
し
て
彼
ら
の
耳
を
開
き
、
「
戒
め
」
て
悪
か
　
　
b
。
9
H
O
）
と
い
う
こ
と
も
こ
れ
に
属
す
る
。
　
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
「
戒
め
、

ら
離
れ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
（
缶
μ
Q
◎
①
”
H
O
）
。
人
に
関
し
て
は
以
下
の
　
　
懲
ら
し
め
を
受
け
入
れ
る
」
よ
う
に
言
わ
れ
る
q
霞
①
随
c
。
い
N
①
げ
犀
゜
。
為
）

言葉
が
あ
る
。
母
が
子
を
「
戒
め
」
教
え
る
（
o
o
胃
。
。
H
筒
）
。
し
か
し
、
　
　
　
が
、
イ
ス
ラ
ェ
ル
は
「
戒
め
、
懲
ら
し
め
、
教
」
を
受
け
入
れ
な
い
（
匂
o
H

自
分
が
悟
り
の
あ
る
人
間
だ
と
思
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
「
戒
め
」
　
　
b
。
鱒
。
。
O
葛
“
G
。
旨
”
b
。
。
。
い
ミ
凸
G
。
い
。
。
㊤
鱒
器
輩
b
。
旨
G
。
田
N
昌
ゲ
G
。
”
b
。
）
．
　
し
か

は
「

非難
」
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
㊧
篤
？
。
。
）
。
僕
の
訓
練
、
戒
め
は
　
　
し
、
最
後
に
は
懲
ら
し
め
受
け
入
れ
神
に
帰
ろ
う
と
す
る
。
．
．
昏
さ
譜

言葉
だ
け
で
は
で
き
な
い
（
ω
胃
b
。
O
“
H
り
）
。
以
上
す
べ
て
冒
H
根
の
語
と
　
　
繋
3
§
吋
§
§
鳶
＆
§
農
曾
§
、
穿
ミ
詳
ミ
鼻
鳶
”
§
｝
曾
ミ
餅
題
ミ
々
魯
．

対
応し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
轟
9
慧
q
×
究
。
警
い
曾
寒
×
魅
弩
．
伽
ミ
q
遣
o
S
曾
需
雲
ミ
罫
ミ
『
烹
S
3
穿
へ

　
「
教
」
も
ま
た
、
こ
の
類
に
属
す
る
と
言
え
る
。
神
は
農
夫
を
教
え
正
し
　
　
き
ミ
も
§
い
瀞
蹄
篭
q
（
臼
Φ
同
c
o
c
o
”
H
c
o
）
°
．
、
そ
し
て
、
神
に
罰
せ
ら
れ
た
老

い

判断
が
出
来
る
よ
う
に
さ
れ
る
（
宮
q
。
°
。
b
。
c
。
』
①
）
。
ま
た
主
は
語
る
　
は
自
ら
戒
め
る
よ
う
に
な
る
（
国
賦
卜
。
。
。
甚
。
。
）
．
人
に
つ
い
て
見
る
と
、
自

べき
時
に
語
る
言
葉
を
知
っ
た
「
弟
子
財
霞
p
民
げ
」
の
舌
を
与
え
ら
れ
る
　
　
　
分
の
子
供
を
愛
す
る
者
は
、
子
供
を
懲
ら
し
め
る
こ
と
が
子
供
に
と
っ
て

（臼o
ω
α
O
”
ら
。
神
の
命
令
を
信
じ
る
老
は
、
　
正
し
い
「
判
断
寅
、
“
日
」
が
　
　
　
も
親
に
と
っ
て
も
安
ら
ぎ
と
喜
び
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、

でき
る
よ
う
に
神
に
教
え
を
願
う
（
℃
o
り
　
H
ド
c
o
”
①
①
）
。
　
愚
か
者
は
「
知
識
　
　
子
供
を
懲
ら
し
め
、
む
ち
打
つ
よ
う
に
゜
勧
め
ら
れ
て
い
る
（
ω
博
H
。
。
』
辞

同
ミ
動
無
ミ
魯
．
㊤
跨
」
を
憎
み
、
主
を
恐
れ
る
こ
と
を
選
ば
な
い
（
ω
胃
H
”
b
。
O
　
　
笛
b
。
”
H
∬
b
。
。
。
”
H
ω
い
b
。
O
い
嵩
）
。
し
か
し
、
懲
ら
し
め
る
時
に
殺
す
気
を
起
こ

A写本
。
B
写
本
は
暑
ミ
袋
）
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
内
の
咳
く
者
　
　
　
す
な
と
注
意
さ
れ
て
い
る
（
ω
胃
H
⑩
“
H
。
。
）
。
そ
れ
は
、
主
が
人
を
懲
ら
し

も
い
つ
か
「
教
ド
ρ
昌
」
を
学
ぶ
（
同
①
o
o
b
こ
O
鱒
b
Q
昏
）
。
「
教
師
白
0
1
H
α
」
（
ω
胃
　
　
め
ら
れ
る
時
と
同
じ
で
あ
る
。
．
．
起
ミ
鋤
＆
§
貯
ミ
隷
ミ
匙
需
昏
慧
b
§
、
§
留

α
“

H
ω
）

や
ダ

ニ

エ
ル
の

「

悟り
暫
鼠
」
（
U
昌
H
』
O
）
と
い
う
語
も
見
ら
　
　
　
息
も
黛
悉
巷
§
養
烹
動
§
曾
驚
（
勺
の
H
H
評
H
。
。
）
。
、
”
「
む
ち
打
つ
」
と
い
う

れる
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
「
む
ち
旗
α
げ
げ
息
」
と
い
う
語
自
体
が
塁
へ
吻
o
ミ

研

究

ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



九
八

と
い
う
語
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
（
缶
一
Q
。
評
H
Q
o
）
。
ま
た
、
神
　
　
　
（
n
貧
罫
ミ
穿
跨
ミ
と
国
Φ
冠
は
考
え
て
い
る
）
も
巳
ゲ
と
対
応
し
て
い
て
、

から
も
人
か
ら
も
懲
ら
し
め
ら
れ
な
く
て
も
、
愚
か
者
に
と
っ
て
は
、
愚
　
　
囚
剛
σ
q
口
旨
。
。
で
、
主
が
火
を
人
の
骨
の
中
に
送
っ
て
懲
ら
し
め
ら
れ
る
と

かな
事
を
考
え
る
事
が
懲
ら
し
め
に
な
る
。
（
ω
℃
H
H
O
鱒
b
o
b
⊃
）
。
「
追
放
鰍
。
敏
剛
」
　
　
　
い
う
事
を
語
っ
て
い
る
。

が

懲ら
し
め
と
解
釈
さ
れ
識
ミ
動
o
貯
と
言
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
奮
国
鶏
　
　
　
次
に
、
］
胃
が
捺
仁
と
共
に
現
わ
れ
る
一
連
の
言
葉
に
つ
い
て
見
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ご
込
。
①
）
。
　
レ
ハ
ベ
ア
ム
が
民
の
願
い
を
斥
け
る
時
、
彼
の
父
が
民
を
懲
ら
　
　
　
よ
う
。
ま
ず
、
℃
°
。
①
凸
皿
鵯
”
b
。
（
ぐ
α
q
ピ
ω
胃
曾
H
b
。
崩
㊤
”
ご
ド
α
”
H
O
）
で

し
め
た
（
．
日
ω
「
荷
を
負
わ
せ
る
」
b
。
O
冨
ド
O
”
H
H
＆
以
上
に
、
彼
は
民
　
　
は
、
．
、
漆
碧
”
ミ
愚
唱
長
騒
q
ミ
卵
隷
『
嚇
礒
鳶
ミ
留
愚
号
尋
q
S

を

懲ら
し
め
る
U
胃
と
言
っ
て
い
る
（
H
国
9
，
H
曽
目
び
ジ
置
寓
。
・
旧
　
　
碁
馬
鋤
＆
q
明
鳶
゜
．
、
と
あ
り
、
　
両
者
は
同
意
語
で
あ
る
。
ω
胃
H
b
。
旨
（
く
σ
q
ド

b
o

O
訂
μ
O
”
H
H
勲
H
禽
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
や
同
H
Q
。
旨
o
。
覧
α
”
c
。
包
で
は
、
．
、
い
昏
『
§
歌
℃
同
ミ
穿
蜀
℃
昏
『
§
勲
ミ
q
魅
唱
ミ
ぎ

　こ
の
よ
う
な
民
を
懲
ら
し
め
る
と
い
う
意
味
の
系
統
の
中
に
b
。
ω
欝
　
　
　
い
㍊
鳶
ミ
q
セ
隻
璽
×
。
竃
郎
§
e
ド
、
”
と
あ
り
、
「
訓
戒
同
ミ
動
駄
ミ
目
口
ω
母
」
を

b
。b
。誌
。
。
も
属
す
る
と
言
え
よ
う
。
、
、
ご
×
暑
評
胤
ミ
＆
勲
き
詳
伽
訣
動
へ
息
q
・
駐
　
　
受
け
入
れ
る
者
と
「
叱
責
斐
呉
×
3
＼
8
犀
冨
冨
爵
」
を
受
け
入
れ
な
い
者

曾
。
、
為
ミ
動
＆
e
℃
㍉
§
評
罫
。
慰
琶
な
§
・
．
、
こ
こ
で
碁
馬
浄
簿
ミ
は
智
匹
「
（
下
　
　
　
と
の
明
暗
の
対
比
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
け
0
1
匡
田
冨
壁
が
斐
⑰
藁
需

に
）
置
く
」
と
対
応
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
、
こ
の
訳
し
方
の
影
響
の
下
に
　
　
で
は
な
く
、
養
“
動
・
貯
（
ω
や
H
μ
O
“
H
刈
）
や
弩
さ
志
（
ω
胃
旨
凸
）
と
訳
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

一連
の
民
ゲ
の
理
解
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
巳
げ
「
支
配
す
る
、
治
め
　
　
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
次
の
二
つ
の
言
葉
は
、
識
ミ
動
・
貯
と
熊
隷
受
駐
の
関

る
」
は
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
人
間
が
生
物
を
（
0
8
斤
b
。
Q
。
）
、
　
　
係
を
明
確
に
し
て
い
る
。
勺
。
。
り
ω
芦
O
（
い
笥
ミ
動
巴
§
磯
曹
唱
§
×
＝
設
『
嚇
⑰
な

メ
シ
ア
（
勺
ω
ド
8
』
）
や
ソ
ロ
モ
ン
の
役
人
（
b
。
O
腎
。
。
”
H
O
）
が
イ
ス
ラ
エ
　
　
　
勲
寒
婁
§
響
薯
§
ミ
『
愚
q
ミ
崩
）
で
は
い
慧
馬
動
＆
巳
℃
篭
ミ
H
◎
勲
慰
“
＝
e
㌣

ル
の民
を
「
治
め
る
」
。
若
い
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
人
が
民
を
「
指
導
す
る
」
　
　
　
響
薯
§
ミ
督
蹴
q
ミ
で
あ
り
、
そ
の
“
碁
馬
財
＆
e
℃
が
か
隷
受
・
ミ
す
る
と

（℃
°
。
①
ゴ
b
。
G
。
）
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
憎
む
者
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
、
又
、
東
の
王
　
　
　
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
　
幾
璽
×
の
ミ
は
神
の
調
ミ
漂
貯
の
業
の
一
つ
で
あ

（ク
ロ
ス
王
？
）
が
王
た
ち
を
「
踏
み
に
じ
る
」
P
①
く
b
。
9
H
刈
葛
。
ω
自
”
　
　
る
。
ま
た
、
ω
智
①
”
b
。
ω
で
は
七
十
人
訳
は
、
．
．
肌
謎
ま
×
ぎ
の
Ψ
8
き
℃
暑
§

b
。
）
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
同
朋
の
兄
弟
を
「
酷
使
」
し
て
は
な
ら
な
い
（
い
o
＜
　
　
ミ
ζ
q
∫
養
ζ
彫
n
へ
e
顛
吻
幾
典
×
駐
養
｝
録
黛
、
p
、
”
と
な
っ
て
い
て
明
確

b
。
㎝匹
ω
輩
9
0
ω
）
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
牧
者
は
養
う
べ
き
者
を
「
力
　
　
　
で
は
な
い
が
、
A
・
Σ
・
θ
は
す
べ
て
発
呉
×
。
§
ミ
窃
・
へ
駐
と
な
っ
て
い
て
、

ず
く
で
治
め
た
」
（
国
N
ω
合
ら
。
メ
シ
ア
の
「
主
権
・
支
配
日
圃
珍
鋤
」
（
H
Φ
ω
　
　
斐
呉
×
需
が
昌
馬
窃
・
貯
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
従
っ

O凸h
。
）
も
、
更
に
、
こ
の
系
統
に
入
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
養
『
§
ミ
穿
眺
・
ミ
　
　
て
、
翻
ミ
動
・
ミ
は
熊
計
『
×
需
を
包
摂
し
、
艶
幾
×
需
は
慧
馬
勅
・
貯
の
中
の
厳



し
い
懲
ら
し
め
、
叱
責
等
の
局
面
の
み
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
識
は
、
一
体
、
人
間
の
ど
こ
で
生
ず
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
人
間
の
深

そ

れゆ
え
懲
ら
し
め
と
し
て
の
肉
ミ
財
の
貯
が
艶
霞
×
3
に
よ
っ
て
示
さ
れ
　
　
　
奥
、
　
最
も
秘
密
に
満
ち
た
部
分
、
「
腎
臓
匿
a
o
窪
＼
濫
§
ミ
」
に
お
い
て

る
時
に
は
、
そ
の
懲
ら
し
め
方
は
尋
常
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
被
っ
　
　
　
生
ず
る
の
で
あ
る
。
勺
゜
・
H
q
鱒
刈
は
次
の
よ
う
に
教
え
て
い
る
。
．
、
・
窪
。
『
爵
e

たイ
ス
ラ
エ
ル
は
、
他
の
国
々
に
と
っ
て
驚
き
、
「
戒
め
白
q
ω
胃
」
と
な
　
　
州
亀
葱
ミ
ミ
＆
℃
q
ミ
o
哉
q
ミ
器
需
．
警
、
需
ミ
国
㎎
§
ミ
寿
評
ぎ
ミ
動
・
ミ
ミ

る
程
で
あ
る
（
国
N
野
嵩
）
。
ま
た
、
人
は
そ
れ
を
被
る
こ
と
を
吐
き
気
を
　
　
鳶
9
潟
§
ミ
篭
c
°
、
、
夜
に
な
る
。
す
る
と
人
間
の
内
の
最
も
密
や
か
な
部

覚
え
る
程
に
嫌
ら
う
が
、
主
は
そ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
が
受
け
入
れ
愛
す
　
　
分
が
語
り
出
す
。
そ
の
語
り
か
け
に
人
間
は
耳
を
す
ま
し
、
自
己
を
深
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
者
を
戒
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
、
　
ω
箕
。
。
“
目
h
は
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
自
覚
す
る
。
こ
の
語
り
か
け
は
真
昼
に
公
に
な
さ
れ
た
讃
美
の
よ
う
な
も

．
。繋
ひ
息
窃
き
恩
も
2
㌶
ミ
穿
、
黛
£
竃
、
ミ
ミ
需
鍵
さ
。
c
葺
、
9
穿
＆
9
呉
×
争
　
　
　
の
で
は
な
い
。
讃
美
の
声
が
公
然
と
至
高
の
天
に
向
か
っ
て
上
昇
す
る
の

鳶
き
喝
．
ぜ
『
書
昏
『
§
勲
惹
ミ
。
o
母
§
動
象
o
♪
㌃
§
把
『
9
諏
隷
ミ
麟
鼠
曾
ぎ
　
　
　
に
対
し
て
、
真
夜
中
に
最
も
密
か
に
な
さ
れ
る
「
腎
臓
」
の
語
り
か
け
は
、

潮
§
9
漂
×
曾
§
（
周
ミ
窃
＆
o
馬
は
B
写
本
で
は
9
幾
×
ミ
）
、
、
更
に
、
そ
の
よ
う
な
　
　
　
人
の
心
の
最
も
深
い
密
や
か
な
所
へ
と
沈
潜
し
、
そ
の
思
い
を
自
己
自
身

懲ら
し
め
方
の
厳
し
さ
は
、
そ
の
懲
ら
し
め
の
対
象
と
質
の
両
面
で
集
中
　
　
　
に
対
し
て
顕
に
す
る
。
し
か
し
、
真
昼
の
讃
美
と
真
夜
中
の
語
り
か
け
の

的
徹
底
的
な深
ま
り
を
示
す
。
即
ち
、
そ
の
対
象
は
個
人
、
そ
の
質
は
罪
　
　
　
双
方
に
共
通
す
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
己
が
忠
告
を
受
け
る
べ
き
人

に

対す
る
懲
ら
し
め
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
二
つ
は
、
そ
れ
を
示
　
　
間
で
あ
る
こ
と
、
教
え
戒
め
ら
れ
る
べ
き
人
間
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
で
あ

す
。
．
、
曾
卵
計
『
遠
脚
葺
9
登
是
貯
町
警
ミ
評
ミ
溌
響
薯
§
ミ
養
ド
零
蹄
鎮
読
　
　
　
る
。
こ
の
自
覚
は
、
人
間
の
腎
臓
に
お
い
て
生
ず
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

蔚
書
受
ミ
℃
斗
℃
§
×
営
9
穿
。
q
．
曵
営
慕
選
鷲
養
纂
q
暑
司
ミ
笥
勲
n
登
警
・
　
　
う
な
深
き
自
覚
に
到
達
し
た
人
間
は
、
神
へ
の
讃
美
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

e
謹
咀
萄
ω
。
。
。
。
”
旨
）
°
、
、
こ
こ
で
は
人
を
懲
ら
し
め
責
め
ら
れ
る
の
は
神
で
　
　
　
神
の
御
言
葉
を
受
け
入
れ
自
己
を
深
く
自
覚
し
、
公
に
神
を
讃
美
す
る
こ

あ
る
が
、
臼
鐙
b
。
”
H
O
で
は
、
人
の
為
す
背
信
や
悪
そ
の
も
の
が
人
を
懲
　
　
と
に
向
う
人
間
の
、
こ
の
受
動
か
ら
能
動
へ
の
大
き
な
方
向
転
換
の
場
と

ら
し
め
責
め
る
：
．
ミ
§
・
§
覚
§
§
へ
袋
§
亀
学
§
§
　
な
る
の
は
・
人
間
の
資
た
る
・
腎
臓
」
で
離
・

9
璽
曾
ミ
9
§
｝
『
で
q
ミ
養
＝
穿
肌
謹
潮
ミ
曾
q
。
h
乙
ミ
鳶
き
鳶
㌣
q
・
曾
ひ
　
　
　
こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
、
考
察
の
大
き
な
転
換
点
に
に
立
つ
。
自
ら
懲

隷
寄
；
魯
§
い
も
＆
n
q
ミ
論
麟
M
。
鍵
＆
ま
ミ
ミ
卵
註
q
鼻
、
軌
寄
；
魯
馬
読
い
　
　
ら
し
め
を
求
め
る
と
い
う
事
態
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
自
己

瀞
賢
q
§
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
罪
を
自
覚
す
る
人
間
に
し
て
初
め
て
神
を
讃
美
し
う
る
と
い
う
精
神
と

　
人間
の
罪
自
体
が
人
間
を
責
め
る
と
い
う
意
識
、
こ
の
よ
う
な
深
い
意
　
　
　
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
る
（
く
α
q
ピ
臼
窪
。
。
。
。
“
H
◎
。
）
。
旧
ω
H
き
凸
（
塁
馬
穿
詮
ミ
需

研
究
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



一
〇
〇

Q

　
　
　勲
ミ
S
嚇
曾
伽
隷
ミ
養
｝
隻
似
『
曾
へ
鳶
）
で
は
養
高
＆
o
ミ
は
三
B
「
打
つ
」
　
　
　
セ
唖
触
譜
9
’
9
愚
岩
帆
尋
昏
ミ
“
還
亀
需
魅
袋
§
国
へ
唱
と
鳶
魅
轟
伽
愚
ミ
ミ
§
8
q
．

　
　
　
と
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
鴇
ザ
＼
伽
隷
受
・
ミ
が
用
い
ら
れ
て
い
　
　
　
ミ
M
§
§
q
曾
亀
藏
勲
激
畏
塁
8
q
§
q
ミ
窩
曾
葱
為
馬
§
り
肝
書
薯
。
策
畦
。
ミ
ミ

　
　
　
る
。
q
o
H
H
O
”
b
。
。
。
h
は
も
っ
と
明
白
で
あ
る
。
、
．
。
習
8
、
＾
魯
h
ρ
m
罠
§
X
｝
さ
q
　
　
9
息
亀
需
鷲
§
急
ぎ
ミ
国
謙
⑰
“
曾
富
畦
評
曽
習
親
息
ミ
。
n
、
＾
註
癒
ミ
需
愚

　
　
　
昏達
息
越
¢
尋
＆
評
＆
8
3
。
電
諺
ミ
書
謹
鳶
旨
霧
ミ
ミ
＝
9
8
亀
含
ミ
　
　
尋
゜
）
は
、
自
己
の
罪
を
自
覚
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
神
に
帰
ろ
う
と
し
て

　
　
　
ぎ
鼠
ミ
轟
き
q
°
討
ミ
穿
竃
ミ
曽
辞
畑
、
書
鴨
・
㌔
き
胤
葺
ミ
q
・
こ
＾
袋
四
ミ
せ
恥
曇
騨
　
　
神
の
「
赦
し
」
と
「
回
復
」
の
確
信
を
告
白
す
る
部
分
で
あ
り
、
お
そ
ら

　
　
　
ぞ
袋
ミ
ミ
『
§
画
曽
騨
碁
息
q
唱
喝
’
”
．
神
が
人
間
の
歴
史
の
中
に
介
入
す
る
こ
　
　
く
E
の
訳
者
は
、
こ
の
場
合
の
「
知
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
自
ら
の

　
　
　と
（
。
ぎ
α
q
民
Φ
凶
捨
菖
が
な
け
れ
ば
、
人
間
は
無
に
帰
す
る
と
い
う
こ
の
言
葉
　
　
反
逆
に
対
す
る
深
い
後
悔
と
痛
み
を
懐
い
て
真
に
主
に
立
ち
帰
ろ
う
と
す

　
　
　
は
、
歴
史
の
主
は
神
で
あ
り
、
神
の
歴
史
へ
の
介
入
（
田
ロ
o
Q
昌
3
、
神
の
　
　
る
精
神
を
見
て
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
す
で
に
彼
以
前

　
　
　
識
ミ
動
・
ミ
は
、
神
の
愛
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
い
う
歴
史
意
識
を
表
明
し
て
　
　
の
訳
で
、
　
「
懲
ら
し
め
る
」
と
い
う
意
味
を
親
ミ
吻
＆
・
ミ
が
持
っ
て
い
る

　
　
　
いる
。
そ
こ
で
神
に
戒
め
ら
れ
る
者
は
幸
い
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
事
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
「
知
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
主
を
知
ろ

　
　
　田
α
旨
刈
”
、
．
ミ
鴛
ミ
。
喝
彫
響
薯
§
。
♂
。
。
℃
欲
鳶
詰
理
い
訣
魯
§
．
き
q
勲
・
　
　
う
と
す
る
と
同
時
に
自
己
の
罪
を
謎
責
し
よ
う
と
す
る
二
重
の
気
持
ち
を

　
　
　
嫡謹
臼
需
塁
ミ
。
、
も
警
。
も
読
装
妙
昏
塁
v
鼠
℃
8
（
い
図
図
蔓
§
魅
蹄
暮
8
砥
”
碁
↑
　
　
込
め
て
最
終
的
に
識
ミ
穿
竃
q
鳶
㌣
と
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　覆
ミ
）
。
、
”
℃
吻
㊤
。
。
”
H
b
。
｛
°
は
、
よ
り
積
極
的
か
つ
明
白
に
、
神
に
戒
め
ら
れ
る
　
　
　
以
上
、
自
ら
懲
ら
し
め
を
求
め
る
場
合
の
言
葉
を
考
察
し
て
来
た
が
、

　
　
　者
は
災
い
の
日
に
さ
え
守
全
で
安
き
を
得
る
と
語
っ
て
い
る
。
、
、
嚢
暴
§
§
　
　
　
こ
れ
ら
一
連
の
言
葉
の
最
後
と
し
て
、
否
、
そ
れ
以
上
の
言
葉
、
同
ミ
穿
言

　
　
　
響
暑
§
。
3
ぜ
轡
匙
親
ミ
詳
“
§
3
惹
需
芸
£
警
8
q
℃
臥
琶
q
q
S
勲
寒
嚇
竪
　
　
全
体
の
最
後
の
言
葉
と
し
て
臼
o
ω
窃
。
。
”
α
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
．
．
§
＆
の

　
　
　
詠
＆
セ
8
q
暮
ミ
碁
へ
§
息
痔
s
．
曽
9
研
℃
蓉
ヤ
謹
q
ぎ
、
、
更
に
、
こ
こ
に
　
　
需
伽
是
§
蕊
試
q
爵
動
轟
『
群
登
。
ミ
駐
愚
遷
こ
£
需
ミ
恕
ミ
q
§
勲
降
誌
唖

　
　
　
出
8
①
”
◎
。
（
煙
の
碁
馬
評
ミ
蹴
鳶
℃
を
加
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
　
　
甚
§
俄
翁
曽
日
℃
．
識
ミ
働
o
ミ
o
智
営
溝
曽
q
℃
罫
”
§
愚
ざ
愚
築
隻
e
ミ
§
8
q

　
　
　冠
．
「
知
る
」
と
対
応
し
て
お
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
忠
実
に
訳
せ
ば
七
十
人
　
　
　
曽
・
脚
慰
薯
需
ド
、
、
こ
こ
で
は
、
懲
ら
し
め
を
受
け
る
者
は
、
自
ら
の
罪
の

　
　
　

訳
の
よ
う
に
『
遷
q
暑
亀
黛
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
ホ
セ
ア
　
　
ゆ
え
で
は
な
く
、
ま
た
自
ら
の
平
安
の
た
め
で
も
な
い
。
完
全
に
他
者
の

　
　
書
の
個
所
の
1
節
か
ら
3
節
の
文
脈
（
い
属
図
“
自
9
の
亀
q
需
こ
§
冨
ミ
q
君
か
　
　
罪
の
た
め
、
他
者
に
平
安
を
も
た
ら
す
た
め
に
懲
ら
し
め
を
受
け
る
の
で

　
　
　

Se鳶
℃
還
尉
、
＾
昔
“
ミ
＆
㌣
噛
・
ミ
曽
e
ざ
q
黛
9
穿
詩
ぎ
計
§
建
跳
ミ
寒
q
璃
ミ
　
　
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
他
者
の
た
め
に
懲
ら
し
め
を
受
け
る
者
の
前
で
、

　
　
　曽
騨
”
目
ミ
激
・
；
ミ
篭
§
q
ミ
嘗
辞
．
ミ
覧
q
史
曽
騨
需
誌
ま
。
薯
軌
魯
3
　
　
彼
を
見
つ
め
自
己
の
罪
を
自
覚
し
告
白
す
る
者
た
ち
は
、
　
「
私
た
ち
」
と



いう
、
一
っ
の
連
帯
し
た
集
団
、
一
つ
の
民
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
論
理
形
態
か
ら
見
る
と
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
に
お
い
て
調
§
動
・
費
「
形
成
」

こ
れ
以
前
の
「
形
成
肉
ミ
吻
・
ミ
」
が
、
す
べ
て
詰
ま
る
と
こ
ろ
は
自
己
に
　
　
は
、
本
質
的
に
「
回
復
妻
δ
伍
Φ
旨
霞
。
。
け
亀
琶
σ
q
」
、
　
「
再
生
零
冨
匹
Φ
撃

向
け
て
な
さ
れ
て
お
り
、
　
「
自
己
形
成
」
と
言
え
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
　
　
　
σ
q
①
げ
自
こ
な
ど
「
≦
δ
儀
霞
再
び
」
と
い
う
契
機
を
持
つ
。
現
存
在
が
そ

は
、
完
全
に
他
者
に
向
け
て
な
さ
れ
て
お
り
、
真
の
意
味
で
「
他
者
形
　
　
　
の
ま
ま
の
姿
で
陶
冶
さ
れ
形
成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
旦
、
そ

成
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
こ
に
お
い
て
翻
ミ
窃
・
貯
は
、
そ
の
頂
点
　
　
　
の
現
存
在
が
否
定
さ
れ
て
「
再
び
」
存
在
を
回
復
す
る
時
、
正
に
そ
の
時

に達
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
真
の
意
味
で
ヘ
ブ
ラ
イ
的
「
形
成
」
が
成
立
す
る
。
「
形
成
」
を
「
形
」

　

（四
）
結
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
「
成
」
る
と
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は
よ
り
明
瞭
に
な
る
。
否
定
さ
れ
る

　以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
旧
約
聖
書
の
§
黛
ミ
は
、
冨
H
　
　
前
と
後
の
「
形
」
は
何
ら
か
の
意
味
で
同
一
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
再

根
以
外
の
語
と
の
対
応
関
係
で
は
目
立
っ
た
特
色
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
　
　
び
」
で
あ
る
。
問
題
は
「
否
定
」
と
は
何
か
と
い
う
事
と
「
否
定
」
前
後

」
。
。

困

根
の
語
が
そ
れ
以
外
の
語
と
の
対
応
関
係
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
　
　
を
結
ぶ
「
要
」
は
何
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
答
は
、
歴
史
意

し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
切
Φ
詳
話
日
は
、
こ
の
塁
へ
動
・
ミ
と
甘
H
根
の
語
　
　
識
の
面
か
ら
与
え
ら
れ
る
。

と
の
対
応
の
事
実
を
取
り
上
げ
て
、
一
方
で
は
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
語
が
「
訓
　
　
　
　
歴
史
意
識
か
ら
見
る
と
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
に
お
け
る
「
形
成
」
は
、
人

練
L
や
「
懲
ら
し
め
」
と
い
う
、
そ
れ
自
身
に
と
っ
て
本
来
異
質
な
意
味
　
　
　
間
の
歴
史
の
中
へ
の
神
の
「
介
入
田
ロ
σ
q
昌
南
」
と
い
う
意
識
に
貫
か
れ
て

を持
つ
よ
う
に
な
り
、
他
方
で
は
旧
約
聖
書
の
本
丈
の
中
に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
　
　
　
い
る
。
そ
れ
は
自
ら
の
苦
悩
せ
る
現
在
を
、
過
去
の
出
エ
ジ
プ
ト
の
出
来

語
委
謙
来
あ
。
た
以
走
知
的
要
素
が
入
り
込
む
よ
う
に
な
。
た
と
　
妻
現
在
化
し
て
、
出
エ
ジ
プ
・
の
出
来
事
の
よ
う
に
神
か
ら
の
も
の

語
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
言
葉
の
前
半
部
を
扱
っ
た
が
、
ギ
リ
シ
ア
　
　
　
（
神
の
介
入
）
で
あ
る
と
受
け
と
め
、
神
に
立
ち
帰
ろ
う
と
す
る
歴
史
意

語
そ
のも
の
に
は
重
心
を
置
か
な
か
っ
た
の
で
「
異
質
」
と
い
う
と
こ
ろ
　
　
　
識
で
あ
り
深
い
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
意
識
を
支
え
る
の
は
、

ま
で
は
論
究
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
思
想
が
塁
馬
窃
・
貯
　
　
自
己
の
罪
を
自
覚
す
る
受
動
的
人
間
か
ら
悔
い
改
め
て
神
に
立
ち
帰
る
能

と
考
え
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
一
応
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
を
こ
こ
で
　
　
動
的
人
間
へ
の
転
換
が
起
こ
る
「
腎
臓
」
I
l
今
、
こ
れ
を
「
良
心
」
と

は

論
理
形態
と
歴
史
意
識
の
二
面
か
ら
ま
と
め
結
論
と
し
た
い
。
そ
れ
は
　
　
　
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
な
ら
ー
、
　
「
良
心
」
で
あ
る
。
論
理
形
態
に
お
け
る

ヘブ
ラ
イ
思
想
に
お
い
て
「
形
成
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
と
っ
て
基
　
　
　
「
否
定
」
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
　
「
神
の
介
入
」
で
あ
り
、
　
「
否
定
前
後
の

本
的
な

事柄
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
」
と
は
「
良
心
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
苦
難
の
歴
史
を
そ
の
よ

研

究

ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

う
に
受
け
と
め
得
た
深
い
歴
史
意
識
が
最
終
的
に
到
達
し
た
の
は
、
　
『
Φ
の
　
　
　
国
σ
q
ぼ
け
p
ロ
価
臣
¢
○
匪
震
O
H
o
o
に
く
o
誘
δ
昌
ω
o
津
ゲ
o
O
匡
日
o
ω
け
餌
日
o
昇

器
“
朝
に
示
さ
れ
る
「
他
者
形
成
」
の
思
想
で
あ
る
。
他
者
の
た
め
に
懲
　
　
　
ズ
き
匡
旨
o
F
O
冨
辱
諺
房
け
旨
”
ド
旨
㎝
゜

ら
し
め
を
受
け
る
者
は
、
人
々
に
と
っ
て
「
神
の
介
入
」
で
あ
り
、
人
々
　
　
　
（
4
）
　
m
に
属
す
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
く
の
説
明
を
要
す
る
の
で

は自
ら
の
罪
を
告
白
し
、
神
の
前
に
立
ち
帰
り
、
一
つ
の
民
「
私
た
ち
」
　
　
　
　
本
稿
で
は
表
に
示
し
た
以
上
に
は
言
及
で
き
な
い
。
同
様
に
表
B
に
つ

と
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
ヘ
ブ
ラ
イ
的
「
形
成
」
は
最
高
峰
に
達
し
た
の
　
　
　
い
て
も
、
若
干
の
も
の
を
除
い
て
、
言
及
で
き
な
い
。

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
残
り
三
回
は
、
国
；
b
。
”
H
◎
。
い
ω
胃
『
”
b
。
b
。
W
H
。
。
”
ド
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
6
）
　
残
り
三
回
は
、
　
缶
帥
分
μ
Q
。
い
H
①
ω
。
。
”
H
ご
出
o
の
刈
”
H
㎝
で
あ
る
。

註

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

なお
、
｝
胃
根
に
は
他
に
U
帥
器
段
（
国
置
O
“
b
。
）
”
旨
o
路
H
（
田
ω
。
。
”
μ
①
ρ

（1
）
　
本
稿
で
は
、
正
典
部
分
の
み
を
扱
い
、
外
典
部
分
は
省
略
し
た
。
　
　
　
　
表
A
碁
へ
動
・
貯
H
H
）
の
形
が
あ
る
。

　用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
い
麟
図
“
諺
゜
図
節
匡
駐
（
年
の
σ
q
°
）
b
。
℃
け
・
・
。
頓
巨
p
　
　
（
7
）
　
最
新
の
例
と
し
て
同
日
o
＜
の
見
解
（
↓
げ
o
H
昌
①
弓
話
け
霞
．
。
。
U
博
？

　
ω
け
昇
茜
9
H
計
H
O
ω
㎝
゜
出
o
鑓
覧
餌
”
男
国
o
匡
（
嶺
誘
σ
q
°
）
り
O
比
α
q
①
巳
゜
。
国
o
×
甲
　
　
　
　
江
o
鵠
昌
o
h
昏
o
国
匡
ρ
o
o
口
娼
覧
⑦
日
㊦
口
寅
昌
く
o
巨
B
ρ
2
霧
ゲ
く
崖
ρ

　且
o
旨
日
ρ
爵
o
°
・
毛
霞
の
ロ
ロ
計
乞
p
魯
時
口
。
ぎ
国
出
山
。
昏
臥
β
F
㊤
①
卜
　
　
　
H
零
ρ
や
。
。
H
H
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
、

　諺
日
”
国
・
国
田
α
q
窪
9
妻
・
図
β
山
〇
一
も
げ
（
出
誘
σ
q
°
）
”
田
三
す
国
o
げ
冨
帥
8
　
　
　
　
そ
れ
は
、
基
本
的
な
線
を
示
す
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
ω
言
雰
α
q
p
。
H
8
房
置
ω
霊
暮
σ
q
動
員
H
雪
S
で
あ
る
。
叉
、
聖
書
の
各
書
・
　
　
　
（
8
）
　
Φ
・
切
臼
訂
p
β
日
蓬
く
”
諺
詳
・
肉
ミ
動
＆
e
（
ψ
α
O
？
爵
e
諺
目
8
・
H
・

　
各
訳
の

表
示は
、
原
則
と
し
て
略
号
を
用
い
、
聖
句
の
章
節
表
示
は
、
　
　
　
（
9
）
　
こ
こ
に
閑
ミ
窃
9
ミ
日
口
ω
母
と
亀
ミ
ミ
ザ
o
匹
旨
倒
と
い
う
二
つ
の

　す
べ
て
七
十
人
訳
の
も
の
を
用
い
た
。
マ
ソ
ラ
本
丈
と
異
な
る
も
の
は
　
　
　
　
言
葉
が
現
わ
れ
て
い
る
。
両
者
の
違
い
を
考
え
る
事
は
極
め
て
重
要
で

　
以
下
の

通り
。
勺
゜
。
H
α
（
い
×
×
）
ロ
ド
①
9
6
の
類
、
団
ω
ド
3
。
。
8
ω
。
。
退
P
　
　
　
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
も
っ
と
広
く
知
恵
を
表
わ
す
す
べ
て
の
言
葉
の
相

　雪
”
。
。
O
”
O
。
。
M
H
O
蹉
H
O
P
目
“
”
置
O
°
H
震
b
。
O
（
い
×
×
）
H
＆
（
寓
）
の
類
、
　
　
　
　
互
関
係
、
更
に
知
恵
の
思
想
と
歴
史
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
過
程

　
匂
9
。
。
メ
ω
。
。
り
ω
P
合
1
1
ω
ρ
。
。
計
。
。
b
。
”
ω
㎝
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
い
て
十
分
な
解
答
を
見
い
出
す
も
の
と
考
え
る
。
そ
う
考
え
る
ゆ

（2
）
　
×
・
H
霧
ρ
⊆
舘
u
H
口
島
o
×
偶
Φ
m
日
o
叶
ω
巷
喝
碧
o
ロ
泳
。
・
畠
p
冨
ド
ω
o
b
・
　
　
　
・
兄
に
本
稿
で
は
知
恵
に
関
す
る
言
及
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　寅
簿
ρ
図
o
B
斜
H
㊤
認
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
ρ
切
o
減
田
旨
》
U
Φ
目
切
Φ
σ
Q
H
藻
山
9
国
旨
団
o
げ
ロ
ロ
σ
q
同
口
傷
魯
α
q
ユ
8
げ
学

（3
）
　
国
゜
缶
黒
0
7
出
．
艶
切
o
号
卑
7
跨
O
o
β
8
巳
餌
昌
8
ε
臣
Φ
ω
o
冥
雫
　
　
　
　
ω
o
冨
μ
ゆ
ま
①
ポ
ぎ
“
H
日
9
。
α
q
o
U
①
計
団
o
m
富
o
げ
μ
O
房
富
く
囚
盛
σ
q
㊤



　
（
H
O
ω
b
∂
ど
◎
。
ω
1
α
H
畳
は
ω
』
O
い
で
ヘ
ブ
ラ
イ
語
本
丈
の
誤
解
に
よ
っ
て
ギ
　
　
　
　
＜
o
犀
9
げ
o
ぽ
o
ぎ
o
口
o
q
P
津
ロ
o
昌
目
誘
娼
尉
郁
ロ
σ
q
旨
o
び
貯
ω
汁
蹄
Φ
日
山
Φ
切
①
・

　リ
シ
ア
語
本
丈
中
に
パ
イ
デ
イ
ア
概
念
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
　
　
　
幽
。
9
口
昌
中
識
ミ
勤
・
ミ
巳
旨
耳
山
o
昌
盟
目
く
o
ロ
N
9
犀
琶
幽
N
口
。
げ
串

も
の
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
践
ゲ
は
U
皆
「
教
え
る
」
あ
　
　
α
Q
賃
口
σ
q
ぎ
玖
o
ぴ
窪
沖
碧
α
Φ
房
⑦
団
富
四
げ
o
円
砕
ぎ
σ
q
け
言
費
o
巴
け
8
°
。
仲
缶
日
Φ
口
壁

　る
い
は
甘
α
の
誤
解
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
表
　
　
　
　
ぽ
ず
o
昌
日
o
拷
8
山
器
冒
叶
巴
一
〇
ぼ
口
巴
o
竃
o
日
。
9
く
o
ロ
ゆ
出
山
ニ
ロ
σ
q
噛

　
A
恥
の
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
旨
凶
o
ゲ
目
昌
σ
q
β
ロ
畠
d
口
審
旨
団
o
ゲ
け
蕊
9
≦
o
津
o
H
o
ぎ
℃
巴
ω
山
器
圃
旨

　
　
エ

（1
1
）
　
㎞
唇
根
は
旧
約
聖
書
中
に
8
7
回
現
わ
れ
、
冨
H
と
同
じ
丈
脈
で
用
　
　
　
d
冨
o
尊
山
霞
周
”
印
≦
p
り

　
い
ら
れ
る
も
の
が
三
分
の
一
の
2
9
回
、
そ
の
内
で
同
じ
節
に
現
わ
れ
る

も
の
は
茸
回
あ
る
。
そ
の
内
1
0
回
は
名
詞
形
け
α
犀
冨
冨
昏
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
鴇
¢
根
は
、
そ
の
約
8
割
に
当
た
る
6
8
回
が
七
十
人
訳
で
は

鶏
幾
×
・
ミ
と
そ
の
関
連
語
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
て
い
る
。
誉
仁
＼
空
興
×
・
ミ
”

け

O
匪
p
ザ
舞
げ
＼
隻
o
『
×
o
の
の
場
合
が
多
い
。

（1
2
）
　
こ
の
ω
胃
ω
”
目
h
は
国
。
訂
這
凸
h
で
、
新
約
に
お
け
る
子
た

る
身
分
の
証
し
と
し
て
の
塁
馬
勅
o
ミ
の
聖
書
証
明
と
し
て
引
用
さ
れ
て

　
い
る
。

（1
3
）
　
こ
の
腎
臓
と
は
、
「
良
心
」
で
あ
ろ
う
。
次
の
事
は
、
そ
れ
を
示

唆
す
る
と
思
う
。
詩
篇
の
第
1
5
篇
で
は
識
ミ
動
＆
ミ
ミ
」
胃
で
あ
る
が
、

　
こ
の
U
胃
は
鴇
ケ
と
同
じ
意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
、
し
か
も
七
十
人

訳
で
は樟
廿
H
伽
設
受
m
ミ
と
考
え
て
よ
く
、
こ
の
伽
隷
受
・
ミ
は
後
代
の

発
展
の中
で
q
ミ
・
翁
唱
ミ
晩
の
働
き
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
他

　
に
出
゜
零
゜
≦
o
年
り
跨
簿
げ
o
娼
9
0
0
q
団
o
山
o
°
。
跨
↓
ω
り
ζ
雌
ロ
o
げ
o
口
u
H
O
認
u

ω」
8
°
も
参
照
。

（4
1
）
　
↓
げ
閤
く
”
ω
゜
8
ご
U
p
。
日
津
o
警
暮
o
口
岳
o
σ
Q
は
8
ゲ
凶
゜
。
o
ゲ
o
口

研

究
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三


